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授業前 授業後 授業前 授業後 授業前 授業後
感染に関する知識
72.2 88.8 34.4 48.2 67.5 * 86.4
94.4 83.3 89.6 79.3 94.5 97.2
予防に関する知識
13.8 16.6 27.5 37.9 51.3 56.7
77.7 63.8 93.1 ** 58.6 86.4 89.1
治療に関する知識
77.7 75 93.1 86.2 86.4 91.8
61.1 50 86.2 ** 58.6 72.9 70.2
検査に関する知識
72.2 86.1 58.6 ** 86.2 67.5 * 89.1
94.4 91.6 96.5 89.6 100 100
全体正答率 70.4 69.4 72.4 68.1 78.3 85.1
平均正答数（問） 4.69 4.63 3.88 3.66 5.3 * 5.86
*p＜0.05　**p＜0.01
徒の興味関心は学校の特色や地域社会の影響も大きい
ため、本研究での結果は、類似の教育現場で当てはま
ると考える。また保健の授業は他の教科に比べて軽視
される傾向があるため、生徒に興味関心を抱かせるこ
とが難しい（８，15-16）。しかし、本研究で行われたICTを
用いた授業では、生徒のほとんどが映像をきちんと視
聴しており、普段の授業より集中して授業に参加でき
ていたと感じた。これらの事もICTのメリットの一つ
である。
　先行研究でも明らかになっているように本研究で
は、通常の授業を行っている期間に調査を行ったため、
ICTを用いた授業が普段の授業形態とは異なり、その
ことが生徒の集中力を引き出すことができた可能性が
ある（18-19）。本研究では、ICTの効果ではなく、普段と
異なる授業を行った際の効果である可能性を否定でき
ない。また本研究ではクラス間で知識チェックシート
の得点に差が出ている。調査校の対象クラスは２年次、
進学コースや職業コースといった専門のコース分けが
されるが、１年次、男女比のみを考慮し、無作為に学
生をクラス分けしているため、基本的学力に大きな差
があったとは考えにくい。しかし、各クラスを取り巻
く環境は異なるため、各クラスの特徴が少し異なるの
を感じた。このことが結果に影響した可能性も否定で
きない。また本研究では生徒の最も興味があった項目
で検討を行ったが、興味のある項目は教授方法に関係
なく生徒の理解度が高まる可能性もあり、今後は最も
低い項目での検討が必要となると考える。これらの事
から、今後は新たな対象校数の追加や異なった項目で
の検討やICTとは異なった教授方法との比較等、多面
的な視点を持って進めていきたいと考えている。
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